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　高知県におけるサンカメイチー,ウの常発地帯では，サンカｚイチュウの産卵量と加害程度が，そ･
の地帯の水稲の作付時期，作付面積等に密切な関係炉あることが詔められている．このことにっい
ては先に報告し7こところであるが，卵塊の大きさ，産み付けられる位置もま7こ稲の生育状態と関係
があることが詔められ7こので報告する．
　この調査研究には高知県豊業改良課，農業試験場をはじめ，調査地7)農業相談所，町村役場，農
業協同組合等の多くの方々の御援助を受け7こ．ま7こ研究者のうち岸本は昭和29年度，文部省科学研･
究助成補助金の交付を受け7二ので，ここに厚くぉ祀を申し上げる.
　　　　　　　　　　　　　　　調査材料と調査方法
　昭和28年は高知県安藤市赤野，香美郡日章村．吾川郡弘岡下の村，高岡郡高岡町において，29
年は赤野と日章村において，それぞれ第１表に糸してあるように，苗代は4 ･･･2について，本田は
3600株について，時間単位採集法によって５人で約１時間づっ卵塊の採集を行っ7こ．採集にあ7こ
っては卵塊を稽の葉につけ了こまま採り，7こだちにブルロール潰とし仁．後に保存し了こ卵塊の長径と
短径をノギスを用いて測定すると共に，産み付けられている位置が葉の表であるか，裏であるかを
調べ7こ．
　　　　　　　　　　　　　第１表　卵　塊●の　調査概要
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　　　　，　　　　　　　　　　　　　　調　　査　　結　　果
　サノカタイチ●-ｳの卵塊の表面には雌の腹毛炉固くつけられて抽り，卯粒数を数えるのは甚だ手
数がかかるので，卵塊の縦横の長さの積で大きｎ
　.゛この調査卵塊の一部について，巌俊一氏は卵塊当りの卵粒数を調べられている．巌氏（未発表）によると
日章村の２化期の中稲，晩稲における卵塊当りの卵粒数の平均値は71.0, 3化期の晩稲では111.5, 2番稲で
は92.6である．これからみてこの報告における卵塊の大きさと，実際の卵粒数との大略の比較ができる．
　２　　　　　　　高知大学学術研究報告，第,4巻第17号
瓦状にならべられて産みつけられているので，卵塊の高さは一定とみなし7こ．
　調査地区別，作付時期別，発生時期別の卵塊の大きさの標本平絢値，標示標準偏差は第２表に示
し7こ．この表では１卵塊も発見できなかつすこ/田は，調査田数から除外して示してある･
　　　　　　　　　　　　，第２表　　卵　塊　の　大　き　さ
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　　　　赤，日，弘，高：調査地でそれぞれ赤野，日章，弘岡，高岡
　　　　苗, B, C, D：作付でそれぞれ苗代，中稲，晩稲２番稲　1
　　　　(1),(2),(3):発生時期でそれぞれ１化期，２化期，３化期
　この表の中の平均値の相互の間に有意な差炉認められるか，否かの桧定をし7こ結果炉第１図であ
る．但し推定母分散の関係に有意性が認められるものについては近似法で比較しゼ．１ｲﾋ期のもの
は赤野の28年，29年の間にも，ま仁これらと日章の29年のものとの間にも有意な差は認められ
なかつ7こ．
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　　　第１図　　卵塊の大きさの比較
一有意な差の認められるもの
ー－一有意な差の認められないもの
　２化期の赤野と日章のものについてみると，日章の中稽は日章の晩稲，赤野の中稲，聴
れよりも小さく，この差はそれぞれ有意であること炉わかつ7こ．一方この３者の相互の間には有意
な差は詔められなかつ7二．弘岡のものは調査卵塊数が少く他との比較は困難である．　　　　　　・
　３化期のものでは日章の２番稽のものは他のいずれよりも小さく，その差は有意であつ7こ．晩稲
相互の中では日章が最も大きく，赤野，弘岡との間に有意な差が認められる．しかし高岡との間に
は有意な差は認められず，高岡は赤野，弘岡と日章と.の中間の値を示している．高岡，赤野，弘岡
ヽ3
Q)3者の間には有意な差は認世)られなかっ7こ..
　同一地区内の'ものだけIを作付別と発生期別に比較すると，ます赤野地区の１ｲﾋ期の53年と54年
の間には有意な差は認められず，ますこ２ｲﾋ期どうしの中稲，晩相の間にも有意な差は認められない
が，１ｲﾋ期，２ｲﾋ期，３化期の各･々の間の差はいすれ'も有意で．１ｲﾋ期炉一番小さ剔２化期が中
間で，３ｲﾋ期が一番大きく，･１化期の約２倍近くに達することがわかつ7こ．
　日章地区では赤野と異なり，作付様式も複雑で２番稲炉混じているが，２化期どうしでも中稲と
親和の間に有意な差炉認められ，晩稲が大きいことかわかつ仁．３ｲ七期でも同様に･晩稲が大きく．
２番稽が小さい．ます二２化期と３化期では，３化期の晩稲のものが２ｲﾋ期の晩稲，伸稲よ1)も大き
く，この差は有意である.一方２番稲のものは小さく２ｲﾋ期とは有意な差が認忿)られない．したが
って日章地区のものを大きさ別に次の４つの組みに別けることができる，
じ1　ｲﾋ　期< I 2ｲﾋ期中稲|＜ ２化期晩稲／3ｲﾋ期２番稲 ＜13化期晩稽|
　他の地区の２化期のものはこの中の第３の組，３化期の.ものは第４の組に入る度程の大きさで，
各.々の組の間はかなりはつきり区別できる．
　次に卵塊炉稲の葉の表に産みつけられてい7二加，幻二は裏に産まれてし.づこかを調査地区別，作付
時期別，発生時期別に示とし7こ･のが第３表である．
第３表　　葉の表。喪に産みつけられ7こ卵塊数
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　この表に示してある葉の表と裏に産みづけられてい7二数は治定の結果いずれも１：１とはみなさ
れす･，ぞれぞその場合に表か裏かのいす･れかの側へ非常に偏っている･
　ま7こそれぞれの作付の間で表jと裏に産みっ･けられ7こ百分牟に有意な差炉認め･ら.れるか，否がの嶮
定をしすこところ，第１化期の虻のは赤野の,28年, .29年.･日章の29年をもに表に産みっけられ7こ
割合が190％以上を示し，こ.れらの相互の開では差があると.診め･られないが，他の２化期，３化期
のものとの間にはい'や邨も有意な差が認められる･
　１化期のものに次いで表に産みっけられ7二割合が多いものは，３化期の日章の‘2番稲で70j％を
'示し，ごれも他のいずれの･ものとの摺に有意な差炉認められる･.
',こ･れら.以外は表に産まれ7二百タ率炉33％～5％であり ， こ,れも相互の間に:は有意な差が認めら
れないもの泡√差炉認められるもの,とがあり，まちまちであるが／2ｲﾋ期の赤野の冲稲，日章の晩
稲．３ｲﾋ期の赤野の晩稲．弘岡の晩帽は.とヽくに表に産まれ7こ割合が少いと云えよう.
　卵塊の小･さい,1化期のもの這葉の表に多く産みっけられ，３ｲﾋ期のものでも卵塊が一番小さい２
番稽のものが他よりも表に多く産まれているのは注目･に價することであろう．
　これからみて一般に卵塊は１ｲﾋ期から２化期，３化期と･なるにし･すごかつて大きぐなj)，一方1化
期では稲の葉の表面に産みっけられでい7二ものが，次第に裏に多く産まれるように･なるが，３ｲﾋ期
の２番稲では再び１化期のようIな状態に似てくる傾向炉認められる,．
　次に各作付毎に産みっけられ7二位置による卵塊の大きさの変異を比較し7このが第４表である．表
裏いすれか一方へ非常に偏ってい.る場合は比較が困難であるが，そうでない場合をみても，葉の同
一位置内での変異が大きくて，産卵位置開の差は見出し陳い．
４
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　第４表　　作付毎に表，裏に産みつけ卵塊の大きさ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　　察
　卵塊の大きさを左右する要因にはいろいろ考えられる炉，ます温度炉産卵の生理過程に影響を昇
えるであろう．それは卵塊の大きさが１ｲﾋ期から次第にｲﾋ期を泣ってかなり顕著に増加しているこ
とが示している．しかし更に母蛾自身の撰択的な産卵習性によっても左右されることがこの調査か
らわがる．すなわち同一時期に，相互に移動も可能とみられる同一･地帯内でも，例へぼ日章地区の･
３化期の晩稽と２番稽でかなり顕著な差がみられ包.，これはおそらく稽の乖育状態に対する母蛾の･
反憲によるものであろう．
＼このような母蛾の撰択的行動は産卵位置の決定においては更に明瞭で，葉の表と裏をはｾ!り区別
し，いずれかの側へ非常に偏っすこ産卵を示しfこ．更に稲が若い１ｲﾋ期と成長しr.2, 3化期とでは
その撰択位置炉完全に逆転していることが注目される．この撰択性がどのよう,な機構によるものか･
今後の研究炉必要であるが，稽の生育状態，或はそれに基く微気候の変化によるものとも思われ，
る,.･3ｲﾋ期にまだ分藁期にある.2番稽では,･同時期の晩稽の場合とは逆に，１化期におけると同様，
大部分が葉の表に産まれることは,．このこと.を示していると考えられる．
　２ｲﾋ期にすで犀相当の卵塊が産まれている場合が,あるこ'とは先に報告し7二ところであるが，一般
にサｙ;カタイチ●-.ウの被害は３化期に大きい，産まれ了こ卵塊数とそれから生する被害と.の間には，
いくつかの要因が介在すると考える必要があるが，卵塊を構成する卵粒数の多少も,重要な要因とな
っ,て.いるのであろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　約
　高知県のサンカタイチェウの常発地帯である安蓼市赤野，香美郡日一章村,｀吾川郡弘岡下の村，高
５岡郡高岡川限おいて，昭和28年，29年に探集し7こサンカメIイチュウの卵塊について，その大きさ
･と産みうサられ7こ位置を調べて次の結果を得7こ．｀
　１．卵塊の大き･さは発生の時期，地区，水稲の作付別によって，はっきｂし?こ差異が認められ7こ．
一般に１ｲﾋ期より２ｲﾋ期，２ｲﾋ厨より３ｲﾋ期と順次大きくなる．
　２．日章の２番稲のものは３化期の内では小さく，２ｲﾋ期のものに近い.’日章のものを大きき順
に整理すると玖のよ･うになる．
11　ｲﾋ　期<
2ｲﾋ期.中稲ｌ ＜ ２化期晩稲，３ｲﾋ期２番稽 ぐ
[3ｲﾋ一期晩･稲｜
　３．一般に１化期のものは90％以上が葉の表に産まれ. 2, 3化期は33～5％が表にうまれる
に｀すぎない．すこだ例夕卜として，２番稲のものは３ｲﾋ期であるにもかかわらず70％が表に産まれ，
１化期の場合に近い．･
　４Ｌ卵塊の大きさと産卵位置について，２番稲は特徴的であるが，これは稲の生育状態に対する
母蛾の撰択性によるものであ｀ろう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　　献
　巌　俊一（未発表）サンカメイチュウの卵塊卵粒数とその寄生率．
　栗原章平(1933)三化瞑虫卵に関する資料．応用動物学雑誌, 5 (4)
　岸本良一・内田俊郎・小島圭三・井上孝(1954)サンカタイチュウの生態学的研究,Ｉ高知県の常発地帯に
　　　おける水稲作付状態と２ｲﾋﾞ期～３ｲﾋ期の増殖の傾向について．昭和29年度応用動物学会・日本応用昆虫
　　　学会合同大会講演要旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　小島圭三・井上孝・内田俊郎・岸本良一(1954)同I 3化期における加害及び被害相の分析．同
　内田俊郎・岸本良で・小島圭三・井上孝・池内辰雄・杉原勇三（未発表）サンカメイチュウの生態学的研究
　　　　高知県各地における２ｲﾋ期，３化期の発生，加害と水稲作付との関係について．
(昭和30年９月30日受理)
The size and oviposited place of the egg mass of the paddy
　borer(Ｓｃｈｏｅｎｏｈｉｕｓ　ｉｎｃｅｒtellｕｓWalker)
　　　　　　　　Keizfi　KOJIMA, Takashi　INOUE
dEntのijoloがa7/£aboratoり. Agダiculture Faculり，j印池iび㎡叱心砂）
　　　　　　　　　　　　Ry6ichi　KISHIMOTO
(.Ento。∂1θがｃα1乙aboratoぴ, Agricuttuダ,7Fαculiy, Kyotoびniversiiタ）
　　The egg　mass of　the paddy　borer (Ｓｃｈｏｅｎｏｂｉｕｓ　ｉｎｃｅｒtellｕsｉ　Walker)was examined
concerning its size and the oviposited plase on the rise plant.
　　The egg　mass　had　been collected in　1953 and 1954 from　Akano, Nissho√Hirooka。
　　　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ｉ　　ｌ　　　４and Takaoka　in　Kochi prefecture. In each area the damages by the paddy　borer.
especially by the third brood of it. are serious every year.
　　1. The average size of　the egg mass gets larger along with the brood, attaining in
the third brood twice as large as that of the first　brood. The difference of the size is
seen between the areas where the samples were collected and in the kind of the rice
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　　　　　　　　　　　　　　　　－
plant on which　they were oviposited.　　　　..　　・
　2。In　Nissho, the smaller egg mass was found on tﾊﾟｅ"second season crop”even
in the third brood, comparing with the contemporaneous one, and is nearly as large
as that of the second brood. The average size of　samples collected in this　area can
be ranked as follows；
　　　1stbrｏｏｄく2ndbrood　on　the　"medium”<2nd　brood on the "late”, 3rd　brood oh
　　　the”2nd season crop”<3rd brood on the ”late”
　3.　Over 90 ％of the egg maas of the first brood is oviposited on the surface of the
leaf blade. ０ｎ the other hand. in the second and third brood, only 5-33 ％ｉＳon the
same side. with the exception that. ０ｎthe "second season crop'≒70 % of the egg mass
is oviposited on the surface, though in the third brood.
　4.. The egg mass of the　”second season crop” is characteristic considering from the
size　and　oviposited　place, and the　characteristics is　caused by the　behaviour･ of the
adult.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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